
宗像東部地区“開運”マップが完成しました！

なごみびと 花田和仁さん

そうだ！着物を着よう 田中時彦主宰 絵手紙展

地島天然わかめ

「人と人との繋がりや地域を大切に」

「育った赤間の町とともに、これからも」

赤馬館の 2017 年度が始まりました !

松田 成生
1947 年生まれ

出身：宮崎県日南市／葉山在住
趣味：合唱、麻雀、ソフトボール、野球

1985 年生まれ

出身：宗像市

趣味：よさこい

新館長

NEW
スタッフ

就任
前平 瑞穂

赤・馬・館・大・使

赤間街道を和装で楽しめる体験プランができま
した。事前ご予約でお楽しみいただけます。
●基本プラン
２０００円（簡単ヘア付き2500円）
●抹茶体験プラン
３０００円（抹茶体験６０分、簡単ヘア付き）
●赤間宿散策プラン
３０００円（ガイド、簡単ヘア付き）
●宗像市内ぶら～りプラン（３時間）
２５００円（簡単ヘア付き）
詳細はお問い合わせください。

福津市勝浦（旧宗像郡）の出身。陶芸を中心として創
作活動で全国各地で展示会などを開催。古民家へ
の憧れから平成２４年に北九州から吉武へ移住。

期間：５月１４日～６月２５日
場所：赤馬館サロン壁画
田中時彦氏主宰の絵手紙展を開催します。

　地島近海はわかめの生育に恵まれた浅瀬があり、玄界
灘の荒波にもまれ、良質の天然わかめが多く育ちます。
漁のシーズンは春先です。３月１日のワカメ漁の解禁日か
ら、4月にかけて行われますが、波が高いと漁はできない
ため、収穫できるわかめの量も限られます。採れたわかめ
は、地元の人たちの手によって、丁寧に手間をひまかけて
「地島天然わかめ」に生まれ変わります。肉厚でしっかりと
した噛み応えがあり、うまみが強いことが特徴です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　東部４地区の神社仏閣を紹介するマップが完成しました。
イラストを製作したのは吉武地区在住の花田和仁さん。
「今回のマップの製作にあたり、ボランティアやスタッフの方と
各地域の神社仏閣を見て回りました。東部地区は神社仏閣の
数が多く、信仰が地域に根付いている地域だと感じました。そ
れをこのマップで感じてもらえれば嬉しいです」
　マップは赤馬館や各地区のコミュニティ・センターで
無料で入手できます。

この春より仲間に加わった新館長と新スタッフをご紹介いたします。

皆さん、どうぞよろしくお願いいたします。

宗像市赤間３ー４-８
平日１０時～１８時　日・祝１７時まで

赤馬 Facebookレポ！

赤馬館のPR頑張ります！

　館長に就任して、まもなくひと月。この間、赤間の皆さんやガイドボランテ
ィア、行政などと関係を深めてまいりましたが、改めて気づいたのは、誰もが
「熱い想い」を持っているということ。「赤間の町をよくしたい」「地域を活性
化したい」という同じ気持ちで、赤馬館に関わってくださっているということ
です。私も同じ想い、熱い気持ちで、お客さまに喜んでいただける「赤馬館」
づくりに励んでいきたいと思っています。
　赤馬館には、新しい情報や美味しいもの、楽しい企画がたくさんそろって
います。皆さんに「また来たい!」と思っていただけるよう、スタッフ一同おもて
なしの心と明るい笑顔でお迎えいたしますので、ぜひ足をお運びください。

　幼い頃、何気なく通っていた赤間宿通りですが、大人になって、その魅力や
素晴らしさを再発見するようになりました。あって当たり前だと思っていた、通
学路にある井戸や駄菓子屋さん、歴史ある町並み、偉人の生家や足跡…。
それらすべてが、貴重なものだったんだなあと気づきました。これからは、生ま
れ育った町の魅力を、一人でも多くの方に伝えていきたいと思っています。赤
馬館にお越しくださった皆さんに、楽しい情報や美味しいお食事、宗像のお土
産、記憶に残る思い出など、たくさんのおもてなしを提供できるよう、頑張って
いきます。皆さんのご来館、心よりお待ちしております。

前 館 長 ・ 長 尾 洋 二 さ ん は

新たに「赤馬館大使」として広く

赤馬館や宗像の魅力のＰＲをする

ことになりました。

赤馬ニュース

赤馬おしらせ

赤馬ギフト

赤馬手ぬぐい販売中

１枚　８００円（税込）
九州高校デザイン科の生徒さんとコラボ
で製作したオリジナル手ぬぐいを限定販
売中！館内でお買い求めいただけます。

①波の道の下で育っているわかめを潜って刈る漁師写真で
す。②地島から本土を見て、右から玄界灘の波、左から響
灘の波が押し寄せてきます。写真のように波の道が沖まで
続きその荒波に揉まれながら地島天然わかめは育っていま
す。③赤馬館で数量限定で販売中(５９４円税込）

街道の駅赤馬館は、平成２９年の３月３１日

に「１０００いいね」を達成いたしま

した。皆さまの応援のおかげです。

本当にどうもありがとうございます！

赤馬館Facebook
はこちらから


